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編

集

後

記

二
〇
一
六
年
は
、
小
泉
信
三
元
塾
長
が
逝
去
し
て
か
ら
五
〇
年
と
い

う
節
目
の
年
で
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
本
巻
で
は
特
集
「
小
泉
信
三
没
後

五
〇
年
」
を
組
ん
で
慶
應
義
塾
内
外
か
ら
ご
寄
稿
を
募
り
、
池
田
幸

弘
、
楠
茂
樹
、
武
藤
秀
太
郎
、
の
各
氏
か
ら
、
小
泉
研
究
の
最
前
線
を

示
す
原
稿
を
頂
戴
し
た
。
あ
つ
く
御
礼
申
し
上
げ
た
い
。
ま
た
、
二
〇

一
六
年
は
「
新
塾
歌
制
定
七
五
年
」
で
も
あ
り
、
小
特
集
を
組
ん
で
坂

部
由
紀
子
、
山
内
慶
太
両
氏
よ
り
詳
細
に
塾
歌
を
考
察
し
た
論
考
を
頂

い
た
。
こ
ち
ら
も
心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
る
次
第
で
あ
る
。
あ
わ
せ

て
、
昨
年
度
か
ら
引
き
続
い
て
「
演
説
館
開
館
一
四
〇
年
」
と
題
す
る

小
特
集
を
組
み
、
内
田
青
蔵
氏
よ
り
貴
重
な
論
考
を
投
じ
て
い
た
だ
い

た
。
内
田
氏
の
ご
尽
力
に
感
謝
し
た
い
。

こ
の
ほ
か
、
二
〇
一
六
年
三
月
十
九
日
に
慶
應
義
塾
大
学
三
田
キ
ャ

ン
パ
ス
で
開
催
さ
れ
た
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
歴
史
と
記
憶
と
オ
ー
ラ
ル
・

ヒ
ス
ト
リ
ー
」
の
記
録
と
し
て
、
都
倉
武
之
、
蘭
信
三
、
大
門
正
克
、

の
各
氏
の
報
告
内
容
な
ど
を
活
字
化
し
た
。
ご
参
照
い
た
だ
き
た
い
。

本
巻
の
一
般
投
稿
論
文
は
、
査
読
の
結
果
、
論
説
二
本
、
研
究
ノ
ー

ト
二
本
を
掲
載
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
板
垣
退
助
洋
行
問
題
、
朝
鮮
人

留
学
生
の
人
脈
形
成
、
農
民
自
治
、
都
市
庶
民
金
融
と
多
岐
に
わ
た
る

構
成
と
な
っ
た
。
例
年
通
り
、
新
た
に
発
見
さ
れ
た
福
沢
諭
吉
関
係
新

資
料
紹
介
と
、
前
号
に
引
き
続
い
て
明
治
期
の
慶
應
義
塾
へ
の
朝
鮮
留

学
生
に
関
す
る
資
料
も
収
め
た
。

本
誌
は
今
後
と
も
、
福
沢
諭
吉
研
究
、
慶
應
義
塾
史
研
究
を
軸
と
し

て
、
近
代
日
本
研
究
の
学
術
交
流
、
成
果
発
表
の
場
を
積
極
的
に
提
供

し
て
い
き
た
い
。
次
巻
は
二
〇
一
八
年
二
月
刊
行
予
定
で
あ
る
。
多
数

の
意
欲
的
な
論
文
の
投
稿
を
期
待
す
る
次
第
で
あ
る
。


